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２．小児義歯に関する療養の給付の適応症の拡大 

 

後継永久歯が無く著しい言語障害及び咀嚼障害を伴う先天性無歯症以

外の先天性疾患についても、脆弱な乳歯の早期喪失や崩壊等により総義

歯又は局部義歯が必要となる場合があることから、小児義歯の適応症を

拡大する。 

 

現 行 改定案 

[小児義歯の適応症] 

後継永久歯が無く著しい言語障害及び

咀嚼障害を伴う先天性無歯症、象牙質形

成不全症又はエナメル質形成不全症であ

って、脆弱な乳歯の早期崩壊又は後継永

久歯の先天欠損を伴う場合、外胚葉性異

形成症、低フォスファターゼ症、パピヨ

ン＝ルフェブル症候群及び先天性好中球

機能不全症の小児 

 

[小児義歯の適応症] 

後継永久歯が無く著しい言語障害及

び咀嚼障害を伴う先天性無歯症、象牙質

形成不全症又はエナメル質形成不全症

であって、脆弱な乳歯の早期崩壊又は後

継永久歯の先天欠損を伴う場合、外胚葉

性異形成症、低フォスファターゼ症、パ

ピヨン＝ルフェブル症候群、先天性好中

球機能不全症又はその他の先天性疾患

により、後継永久歯が無い場合、若しく

はこれに準ずる状態であって、小児義歯

以外には咀嚼機能の改善・回復が困難な

場合 

 

 

３．床（義歯）型口腔内補助装置に係る技術料の新設 

 

脳血管障害や口腔腫瘍等による咀嚼機能障害等を有する患者に対して、

舌接触状態等を変化させて咀嚼機能等の改善を図ることを目的として、

口腔内の形態や空隙を考慮して製作された床（義歯）型の口腔内装置を

装着した場合の評価を新設するとともに、床副子調整の対象とする。 

 

 

 




